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謹んで新年のご挨拶を申し上げますと共に

年頭にあたり争議全面解決への決断を強く求めます
ご承知の通り、私たちの闘いは市川工場事件から２８年が経過し、全国９事業所の事件も１９年目を迎える長期争議となっています。長期に及ぶ経過のなかでは労働委員会や裁判所から、「和解」で解決することを積極的に促す指揮もありました。
特に、東京高裁の和解勧告では、「ファイティングポーズを解いて解決に向け話し合うこと」を促す強い内容でしたが、いずれも貴社の否定的な対応で不調に終わってきたのです。しかし、いよいよ貴社にとっても労働争議の全面解決は、避けて通れない状況にあることを、私たちは次の二つの角度から改めて求めるものです。

一つは、明治ＨＤ及び(株)明治をめぐる経営環境の悪化です。熾烈さを増す国内市場を背景に、世界市場への飛躍を目指す企業間競争のもとで、残念ながら後を絶たない不祥事・不正行為の問題です。昨年も、学校給食牛乳や粉ミルクの放射能汚染問題、病院への粉ミルク入札をめぐる談合事件の発覚。さらに、明治プリンの細菌汚染での大量回収事故など等、貴社の不誠実な対応ともあいまって、企業体質の異常さを厳しく指摘するメディア報道が続いたのです。これらを背景に、この間、売上高(1、1兆)が横ばいであるなか、経常利益は右肩下がりとなる等、売上高との乖離は深刻です。
まさに、経営状況は労働争議を抱えているような事態ではないと考えます。
二つは、都労委で審査が行われてきた全国事件の到達点です。一昨年の１１月３０日に結審となっており、新年早々にも命令が交付される見通しです。
改めて言うまでもなく、旧明治乳業において労働組合活動を嫌悪して、不当労働行為や昇給・昇格差別が行われていたことは、当事者として貴殿も承知の通り隠蔽のしようのない歴史的事実です。私たちは、全国事件への都労委命令を重要な契機として、貴殿の決断で市川工場事件を含む長期争議の全面解決がなされることを、年頭に当たり改めて強く求めるものです。そして、この長期に及ぶ労働争議の全面解決が、必ず明治グループの飛躍に繋がることを申し上げ、年頭のご挨拶といたします。
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